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実践版!

ＩＴグローアップ

現場主導のＤＸ
（中間報告）

宮川 竜治

自己紹介

屋号:ＩＴグローアップ

立場:代表
業種:ＩＴコンサル

経営支援
ＩＴ導入支援
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支援先様:課題について

・紙による届け出多数（日報、勤怠届、出張命令）
⇒ 総務業務の煩雑
⇒ 総務部員の産休、育休による要員不足

・システム利活用不足
・部署間コミュニケーション不足、、、などなど

ＤＸ診断時での課題

初期対応について

喫緊の課題である

総務部業務見直し

作業棚卸(As-Is)

あるべき姿(To-Be)

作業の専任化
（属人化）が顕著

【課題】

マニュアルが
無い

場当たり的

要員減少

多忙

現場主導で作業棚卸が
できるようにすすめる

作業が
煩雑
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作業棚卸の目的（メモ）

• 業務の効率性向上と改善
• 業務標準の構築
• システム導入、見直しを行う際の業務分析
• アウトソーシングを行う際の業務の切り出し
• 組織変更、人事異動に伴う業務内容の変更
• 業務プロセスの変更
• ミス・トラブルの解決と予防

DMM・DFDによる作業棚卸

他社での実践経験あり!
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ＤＭＭ:ダイアモンドマンダラマトリクスの特徴

◎ 参画者が知恵を出し合って８つのプロセスの固まりに整理する
◎ ＰＤＣＡを意識する
◎ 抽象化を意識する（“管理”という言葉は使わない）
◎ プロセス粒度をレベルで合わせる
◎ 詳細化する場合は階層化する

一目で見て捕捉分析できる限界が３×３＝９の範囲で
あるとする法則を利用した分析手法

※大谷翔平で有名なマンダラチャートのビジネス版

【作業ポイント】

参考:マンダラチャート（目標設定版）
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ＤＭＭの表記方法

販売

ある仕事

加工仕入れ

見直し

Ｐ

D

Ｃ

A

ＤＭＭの階層化

ある仕事

販売

加工仕入れ

見直し

仕入れ

購入

見積計画

支払

加工

運転

投入計画

検査
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ＤＦＤ:データフローダイアグラムの特徴

◎ ＤＭＭのプロセスをそのまま展開
◎ データ中心型の記述
◎ エンドユーザにもわかりやすい表記
◎ 効率化しやすい場所を容易に発見できる

◎ 入出力を明確にする
◎ システム開発作業にスムーズにつなげられる

・プロセス間のデータの流れを図示した分析／設計用の図

データフローダイアグラムの表記方法（メモ）

:外部エンティティ
～データの発生源／行き先
・人、組織、他のサブシステムなど

矢印
:データフロー ～データの流れ

:処理（プロセス）
～データの流れを変換

:データストア ～データの蓄積
・データベースやファイル、台帳など

11

12



2024/11/11

7

ＤＦＤ:データフローダイアグラム表記例

顧客

受注
注文書

受注ファイル

出荷 顧客

納品書受注情報

在庫ファイル

引当データ

出庫データ

倉庫

入庫データ

入庫

入庫データ

請求

契約データ

請求書

具体的な実施手順

実際のカレンダ

やり方を理解すれば、ＩＴ技法に慣れていなくても作業棚卸ができる

都合の良い時に
自分たちですすめる
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まとめ (感想）

• ＩＴに不慣れな人も使いやすい
• コミュニケーション効果が高い（ワイガヤ）
• 自走での分析が可能
• 課題が出しやすい ⇒ 自分たちで気づき
• 情報共有、相互理解が図れる
• 作業をアピールできる

作業プロセスの見える化が可能である
現場従事者による
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